
声
も
多
い
。
そ
こ
で
着
目
し
た
の
が
、
県

内
で
導
入
が
進
ん
で
い
る
ベ
ネ
ッ
セ
の

GT
EC for ST

U
D
EN
T
S

だ
。
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
と
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
、
Ｇ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
採
点
方
法
や
採
点
基
準
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
定
期
考
査
や
パ

　

福
井
県
で
は
、
英
語
の
４
技
能
運
用
能

力
の
育
成
と
共
に
、
新
た
な
大
学
入
試
へ

の
対
応
を
視
野
に
入
れ
、
英
語
教
育
の
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在
、
公
立
高

校
の
入
試
に
お
い
て
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の

導
入
も
検
討
中
だ
。

　

改
革
の
中
で
特
に
注
力
し
て
い
る
の
が
、

評
価
方
法
の
見
直
し
だ
。
２
０
１
２
年
度

に
は
、全
て
の
公
立
高
校
がCA

N
-D
O

リ

ス
ト
を
作
成
し
て
い
る
（
公
立
中
学
校
に

対
し
て
は
13
年
度
に
実
施
）。
た
だ
、
そ
の

活
用
に
つ
い
て
は
課
題
が
あ
り
、
特
に
表

現
活
動
を
評
価
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
求
め
る

「評価が変われば、指導が変わる」を目指して
　全国的な課題ではありますが、英語を話す

力や書く力を始めとした生徒の英語運用力を

高めていくことは、本県においても最重要課

題の１つです。そこで、「評価が変われば、指

導が変わる」という考えに基づいて評価方法

の見直しを進めており、その一環として今回

の研修を企画しました。この機会に、教師が

GTECの評価のノウハウを参考にし、それを

定期考査やパフォーマンステストに生かすこ

とで、英語の４技能を統合して子どもたちの

英語力を伸ばすと共に、今後の大学入試改革への対策にもつなげた

いと考えています。

　ベネッセは、GTECを始めとする全国規模の調査・検定を通して

膨大なデータを蓄積しており、指導・評価に関するノウハウを豊富

に持っています。その知見をお借りし、本県の実態に即した指導改

善を進めていきたいと考えています。今回の研修の成果は、今後、

教科会などを通して共有し、各校の指導改善の推進に役立ててもら

うだけでなく、更なるサポートも検討していきます。教育は、目の

前の生徒に対する教師の思いがあってこそ花開くものです。先生方

には、生徒が学ぶ姿を見つめながら、日々の指導を通してチャレン

ジを続けていってもらいたいと思います。

福井県教育庁
学校教育政策課参事

橋本久代
はしもと・ひさよ

写真１　研修は、講演を聴くだけでなく、その内
容を実感できるよう、関連する英語の問題に取り
組むなど、活動を取り入れながら進められた。

Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
評
価
ノ
ウ
ハ
ウ
を

校
内
の
テ
ス
ト
に
応
用
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福
井
県
教
育
委
員
会
「
中
高
英
語
教
員
指
導
力
向
上
研
修
」
を
リ
ポ
ー
ト

４
技
能
を
統
合
し
て
育
成
し
、
大
学
入
試
改
革
に

対
応
す
る
指
導
・
評
価
に
つ
い
て
研
修

福
井
県
教
育
委
員
会
は
、
２
０
１
５
年
８
月
、
県
内
の
全
て
の
公
立
中
学
校
・
高
校
の
英
語
教
員
を
対
象
に
、「
中
高
英
語
教
員
指
導
力
向
上
研
修
」
を
実
施
し
た
。

講
師
は
ベ
ネ
ッ
セ
の
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
開
発
担
当
者
が
務
め
、
技
能
統
合
型
の
言
語
活
動
の
あ
り
方
や
、
英
語
運
用
力
を
育
成
す
る
観
点
か
ら
の
定
期
考
査
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
の
見
直
し
方
に
つ
い
て
、
参
加
者
は
様
々
な
活
動
を
し
な
が
ら
学
ん
だ
。
こ
こ
で
は
、
高
校
教
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
の
模
様
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。



　

ま
ず
、
自
校
で
は
ど
の
程
度
、
指
導
と

評
価
の
一
体
化
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、

参
加
者
が
確
認
す
る
た
め
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
た
の
は
、
福
井
県
教
育
庁
学
校
教

育
政
策
課
の
浅
井
裕ひ

ろ

規き

主
任
だ
。

　

参
加
者
は
ペ
ア
を
組
み
、
持
参
し
た
自

校
の
定
期
考
査
の
問
題
とCA

N
-D
O

リ
ス

ト
の
内
容
と
を
比
較
し
、
内
容
が
関
連
す

る
箇
所
を
説
明
し
合
っ
た
。
続
い
て
、
５

〜
６
人
の
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
自
校
の
英

語
指
導
に
つ
い
て
良
い
点
や
課
題
を
説
明

し
合
い
、
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
（
写
真

２
）。
そ
の
内
容
を
ま
と
め
、
各
グ
ル
ー
プ

の
代
表
者
が
全
体
発
表
を
行
っ
た（
図
１
）。

　

福
井
県
で
は
、
既
に
全
て
の
公
立
中
学

校
・
高
校
がCA

N
-D
O

リ
ス
ト
を
作
成
し

た
。
今
後
の
課
題
は
、
そ
の
リ
ス
ト
を
活

用
す
る
と
共
に
、
生
徒
や
保
護
者
に
も
公

表
す
る
こ
と
だ
。「CA

N
-D
O

リ
ス
ト
は

教
員
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生

徒
や
保
護
者
も
、
到
達
目
標
を
把
握
す

る
こ
と
に
よ
り
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る
英
語

指
導
の
意
義
を
理
解
で
き
ま
す
。
ま
た
、

CA
N
-D
O

リ
ス
ト
に
基
づ
い
て
コ
ミ
ュ
ニ

カ
テ
ィ
ブ
な
授
業
を
実
施
し
て
も
、
評
価

と
リ
ン
ク
し
て
い
な
い
と
教
育
効
果
が
十

分
に
現
れ
ま
せ
ん
。ス
ピ
ー
キ
ン
グ
は
ペ
ー

パ
ー
テ
ス
ト
で
評
価
は
出
来
な
い
の
で
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
や
日
々
の
授
業

に
お
け
る
観
察
な
ど
に
よ
る
評
価
も
併
せ

て
行
う
の
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
」
と
浅

井
主
任
は
強
調
し
た
。

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
な
ど
に
応
用
で
き

な
い
か
と
考
え
た
の
だ
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
ベ
ネ
ッ
セ
か
ら
講

師
を
招
き
、
15
年
８
月
の
２
日
間
、
県
内

全
て
の
公
立
中
学
校
・
高
校
の
英
語
教
員

を
対
象
に
４
技
能
の
指
導
や
評
価
の
改
善

を
図
る
研
修
を
実
施
。
１
日
目
は
中
学
校

教
員
71
人
、
高
校
教
員
２
人
、
２
日
目
は

中
学
校
教
員
５
人
、
高
校
教
員
28
人
が
参

加
し
（
写
真
１
）、
同
じ
内
容
で
研
修
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
す
る
。

福井県教育庁
学校教育政策課
言語・総合教育グルー
プ主任

浅井裕規
あさい・ひろき

CAN-DOリストと定期考査の関連についての発表内容図１

●第１部
「指導と評価の一体化」ワーク─CAN-DOリストと定期考査の比較検証
福井県教育庁学校教育政策課言語・総合教育グループ　主任　浅井裕

ひろ

規
き

●第２部
「英語教育環境の変化」
ベネッセコーポレーション高校事業部GTEC事業推進課　課長　込山智之

●第３部
「日々の指導・評価に生かせる、作問・クライテリア・マーキング」
─GTEC for STUDENTSのスピーキングテストを通して
GTEC統括編集長　渡辺都

と

子
し

、GTECコンテンツディレクター　森野勉
（研修コンテンツ作成協力／玉川大文学部英語教育学科　工藤洋路准教授）

＊研修資料を基に編集部で作成

福井県教育委員会「中高英語教員指導力向上研修」プログラム

写真２　グループワークでは、持参した資料を示し
ながら、自校の英語指導で工夫している点などを説
明。全校から教員が参加している利点を生かし、お
互いのノウハウを共有し合った。
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●定期考査の問題とCAN-DOリストが関連している点
・教科書の内容に関連する初見の文章での正誤問題などを
出題した。

・教科書の中の課題文のテーマに関する自分の意見を英語
で話す練習を授業でさせた上で、それを英語で書く問題
を出題した。

・CAN-DOリストの「挨拶が出来る」の項目に沿い、挨拶
のやりとりを会話形式の問題として出題した。

・教科書の中の課題文で印象に残った内容を選び、その理
由を含めた英作文を書く問題を出題した。

・初見の英文を読み、ペアで内容について話し合い、その
後、自分の意見を述べるというテストを実施した。

・定期考査では、まとまった量を書かせる時間が取りにく
い。そこで、授業中に英作文のテストをしたり、ALTによ
るパフォーマンステストを実施したりしている。

・生徒用CAN-DOリストを技能ごとに作成。生徒は４段階
で自己評価をして到達度を確認する。

●今後の課題
・CAN-DOリストの内容を、教員が全て把握できているわ
けではないため、定期考査ではCAN-DOリストと関連し
ていない問題も出題している。

・CAN-DOリストを活用して、評価方法に占める定期考査
の割合を減らし、Speaking、Writingのパフォーマンステ
ストや小テストの割合を増やす。

＊取材を基に編集部で作成

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
や
観
察
な
ど
も
実
施

「
指
導
と
評
価
の
一
体
化
」
ワ
ー
ク

第
１
部



　

第
２
部
の
講
演
で
、
今
後
の
大
学
入
試

に
お
い
て
英
語
の
４
技
能
が
重
視
さ
れ
て

い
く
と
い
う
環
境
変
化
の
解
説
が
な
さ
れ

た
後
、
第
３
部
で
は
、
４
技
能
を
評
価
す

る
た
め
に
日
頃
の
テ
ス
ト
で
は
ど
の
よ
う

な
出
題
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
、

講
演
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
ず
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
統
括
編
集
長
の
渡
辺

都と

子し

が
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
評
価
に
つ
い
て

説
明
。
一
例
と
し
て
、
14
年
度
、
文
部
科

学
省
「
英
語
教
育
改
善
の
た
め
の
英
語
力

調
査
事
業
」（
＊
１
）
で
出
題
さ
れ
た
情
報

要
約
問
題
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
は
、
１
分

程
度
の
英
語
の
音
声
を
聞
き
、
約
30
語
で

要
約
す
る
と
い
う
問
題
だ
。
参
加
者
は
そ

の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
後
、「
問
題
を
解
く

た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
」「
そ
の
ス
キ
ル
を

育
成
す
る
た
め
の
言
語
活
動
」
に
つ
い
て
、

ペ
ア
を
組
ん
で
意
見
交
換
を
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
リ
ス
ニ
ン
グ
力
は
も

ち
ろ
ん
、
英
語
の
文
章
の
構
成
を
読
み
取

る
力
や
メ
モ
を
取
る
ス
キ
ル
、
ま
た
、
メ

モ
か
ら
文
章
を
書
き
起
こ
す
力
な
ど
が
必

要
だ
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
。
そ
れ
に

対
し
、
渡
辺
は
、「
本
問
題
は
、
英
語
の
音

声
を
聞
い
て
、
英
語
で
要
約
す
る
、
つ
ま

り
『
聞
く
↓
書
く
』
と
い
う
技
能
統
合
型

の
問
題
で
あ
り
、
定
期
考
査
の
よ
う
に
、

授
業
で
の
学
習
内
容
の
理
解
度
や
定
着
度

を
測
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
技
能
統
合
を
意
識
し
た
言
語
活
動
を

通
し
て
、
必
要
な
ス
キ
ル
が
養
わ
れ
て
い

き
ま
す
」
と
説
明
し
た
。

　
「
英
語
教
育
改
善
の
た
め
の
英
語
力
調
査

事
業
」
で
は
、
技
能
別
の
レ
ベ
ル
を
示
す

国
際
標
準
規
格
と
し
て
欧
米
で
は
一
般
的

な
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
（
＊
２
）
に
よ
っ
て
評
価
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
解
説
し
た
。

　
「
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
は
、action-oriented

、
つ

ま
り
、『
英
語
を
使
っ
て
実
際
に
何
が
出
来

る
の
か
』
と
い
う
観
点
で
英
語
力
の
レ
ベ

ル
分
け
を
し
て
い
ま
す
。
英
語
を
使
う
環

境
に
お
い
て
、
授
業
で
学
ん
だ
事
柄
を
使

う
と
何
が
出
来
る
の
か
を
考
え
る
良
い
機

会
と
な
る
は
ず
で
す
」
と
、
渡
辺
は
話
す
。

　

ま
た
、
文
法
指
導
に
関
し
て
は
問
題
を

提
起
。
個
別
の
知
識
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
書

く
・
話
す
」
を
見
据
え
た
文
法
指
導
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。
文
法
指
導
に
関
す
る

課
題
の
一
例
と
し
て
、
同
じ
知
識
を
問
う

て
い
る
も
の
の
、
形
式
を
変
え
る
と
正
答

率
が
大
き
く
異
な
る
２
つ
の
問
題
を
提
示

（
図
２
）。「
生
徒
が
頭
の
中
の
引
き
出
し
か

ら
必
要
な
文
法
を
引
き
出
せ
な
い
こ
と
が
、

正
答
率
の
差
に
表
れ
て
い
ま
す
。
場
面
に

応
じ
て
必
要
な
文
法
を
引
き
出
せ
る
運
用

力
を
伸
ば
す
指
導
が
、
文
法
指
導
で
は
大

切
で
す
」
と
指
摘
し
た
。

　

更
に
、Reading Passage

か
ら
「
書
く
」

言
語
活
動
を
ど
う
つ
く
る
の
か
に
つ
い
て

も
、
具
体
的
な
問
題
を
提
示
し
な
が
ら
説

明
が
行
わ
れ
た
（
図
３
）。

　

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
評
価
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
、
参
加
者
全
員
がGT

EC for 
ST
U
D
EN
T
S

の
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト

を
、実
際
の
形
式
と
同
じ
よ
う
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
使
っ
て
解
い
た
（
写
真
３
）。

　

次
に
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
コ
ン
テ
ン
ツ
デ
ィ
レ

Reading Passageから「書く」言語活動への移行図３

ベネッセコーポレー
ションGTEC 統括編
集長

渡辺都子
わたなべ・とし

出題形式の違いによる正答率の違い図２

＊１　高校３年生約７万人を対象に行った英語力調査。詳しくは右記サイトを参照。http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/1358258.htm
＊２　Common European Framework of Reference for Languages の略。

〔歌舞伎公演のポスターを見て〕
Koji : Do you know about kabuki?
Mike : Yes, but I have seen it.
　　　　　　（否定文にしなさい。）
Koji : Really! Then you should see it. Let's go together.

〔歌舞伎公演のポスターを見て〕
Koji : Do you know about kabuki?
Mike : Yes, but 　　　　　　　　 it.
　                          　（see）
Koji: Really! Then you should see it. Let's go together.

＊研修資料を基に編集部で作成

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
力
が
伸
び
る
活
動

と
は
何
か
を
実
際
に
体
験
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技
能
統
合
を
意
識
し
た
言
語
活
動
が
必
要

日
々
の
指
導
・
評
価
に
生
か
せ
る
、
作
問
・
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
・
マ
ー
キ
ン
グ

第
３
部

①英文を読み、理解・確認をする
　初めに概要を捉えさせる。
②生徒とのインタラクション
　英文の内容を考慮しながら、教師と生徒が英語でやりとりをし、
自分の問題に置き換えて考えさせるなどして、英文と生徒を結
び付ける。ここは書く活動の前提となる話す活動の段階であり、
問題提起であるため、うまく答えられなくてもよい。
③Writing活動の設定
　「書き手の立場」「書く目的」「読み手」などを設定し、より
authentic なタスクを提供することが大切。

＊研修資料を基に編集部で作成

正答率
24.5％

正答率
65.3％



　

最
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
参
加
者
か
ら

多
様
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
生
徒
の

実
態
を
踏
ま
え
る
と
、
文
部
科
学
省
の
設

定
す
る
目
標
は
高
過
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
高
校
事
業

部
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
事
業
推
進
課
課
長
の
込
山
智

之
は
、「
確
か
に
高
度
な
英
語
力
の
育
成
を

目
指
し
、
改
革
の
ペ
ー
ス
が
こ
れ
ま
で
に

な
く
速
い
の
は
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
文
部
科
学
省
は
、
各
校
の
生
徒
に
合
っ

た
内
容
や
レ
ベ
ル
の
教
材
を
用
い
た
活
動

を
行
う
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
て
無
理
な
く
、
興

味
・
関
心
を
高
め
や
す
い
内
容
や
形
式
の

言
語
活
動
を
導
入
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
」
と
述
べ
、
あ
く
ま
で
も
生
徒

目
線
で
の
活
動
の
重
要
性
を
語
っ
た
。

　

英
語
の
外
部
検
定
試
験
で
の
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
の
問
題
に
関
し
て
、「
採
点
で
は
、
表

現
の
型
が
優
先
さ
れ
、
現
実
の
場
面
で
用

い
る
英
語
と
は
や
や
食
い
違
い
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
質
問
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
森
野
は
「
生
徒
の
レ
ベ
ル

に
よ
っ
て
は
、
あ
る
程
度
、
型
を
与
え
る

こ
と
は
大
事
で
す
が
、
そ
れ
が
全
て
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
然
な
流
れ
の
会
話
と
判

断
さ
れ
れ
ば
、
型
通
り
で
な
く
て
も
減
点

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
、
生
徒
た
ち
に
伝

え
て
く
だ
さ
い
」
と
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
で
の
採

点
基
準
を
例
に
挙
げ
、
現
実
場
面
に
即
し

た
運
用
能
力
を
伸
ば
す
大
切
さ
に
触
れ
た
。

　
「
指
導
と
評
価
の
一
体
化
」
の
考
え
に
基

づ
き
、
ま
ず
評
価
方
法
を
変
え
る
こ
と
で
、

指
導
の
内
容
や
方
法
、
そ
し
て
生
徒
の
意

識
の
変
革
を
図
る
福
井
県
の
取
り
組
み
の

進
展
を
、
今
後
も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

ク
タ
ー
の
森
野
勉
が
講
師
と
な
り
、
授
業

で
出
来
る
言
語
活
動
と
し
て
、
教
師
役
が

生
徒
役
に
質
問
し
て
話
を
引
き
出
し
な
が

ら
２
分
間
会
話
を
続
け
る
ペ
ア
ワ
ー
ク
を

行
っ
た
。
そ
の
際
、「W

hat's the date 
today?

」「H
ow

's the w
eather?

」
な

ど
のD

isplay Q
uestion

（
質
問
者
が
答

え
を
知
っ
て
い
る
質
問
、
学
習
者
の
理
解

を
試
す
た
め
の
質
問
）
か
ら
徐
々
に
踏
み

込
み
、Referential Q

uestion

（
質
問
者

が
答
え
を
知
ら
な
い
質
問
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
目
的
の
質
問
）
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
で
、
会
話
が
活
性
化
し
、
生
徒
が
英

語
を
使
う
練
習
に
な
る
と
説
明
さ
れ
た
。

　

ワ
ー
ク
後
、
数
組
が
発
表
し
、「
質
問
は

生
徒
が
答
え
や
す
い
も
の
に
す
る
」「
生

徒
が
答
え
た
事
柄
に
関
連
す
る
質
問
を
す

る
」「
教
師
よ
り
生
徒
が
多
く
話
す
よ
う
に

す
る
」「
教
師
が
支
援
し
、
生
徒
が
発
言
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
言
え
る
よ
う
に
す
る
」

と
い
っ
た
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
共
有
し
た
。

　

次
に
、
論
理
的
に
話
す
力
を
伸
ば
す
活

動
と
し
て
、
メ
モ
を
活
用
し
た
ス
ピ
ー
チ

の
手
法
が
紹
介
さ
れ
た
。
参
加
者
は「T

he 
recent new

s that im
pressed m

e

」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
ス
ピ
ー
チ
を
２
分
間

で
準
備
し
、
代
表
者
２
人
が
各
１
分
間
で

発
表
し
た
。「
メ
モ
は
キ
ー
ワ
ー
ド
の
み
と

し
、
英
文
を
書
か
な
い
の
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
即
興
的
に
文
法
を
組
み
立
て
て
話
す

練
習
に
な
り
ま
す
」
と
、
森
野
は
話
す
。

　

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
評
価
方
法
も
詳
し
く

解
説
。
森
野
は
、「
複
数
の
教
師
が
異
な
る

観
点
で
評
価
す
る
場
合
を
除
き
、
教
師
１

人
で
内
容
や
発
音
、
正
確
さ
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
観
点
を
同
時
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、『
会
話

を
１
分
間
続
け
ら
れ
る
か
』『
指
示
通
り
の

内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
か
』
な
ど
、
具
体

的
な
観
点
を
決
め
て
お
く
の
が
望
ま
し
い

で
し
ょ
う
」
と
事
前
に
評
価
の
ポ
イ
ン
ト

を
絞
り
込
む
重
要
性
を
強
調
し
た
。
生
徒

に
は
、「
学
習
し
た
表
現
を
入
れ
る
」「
意

見
の
理
由
を
述
べ
る
」
な
ど
、
評
価
の
基

準
に
か
か
わ
る
指
示
を
し
て
お
く
と
よ
い

と
、
森
野
は
話
す
。

　

ま
た
、
生
徒
が
「
や
ら
さ
れ
感
」
を
抱

か
な
い
よ
う
に
、「
誰
に
対
し
て
、
何
を
伝

え
る
た
め
に
話
す
の
か
」
と
い
う
設
定
を

明
確
に
し
、
生
徒
の
目
的
意
識
を
高
め
る

重
要
性
も
指
摘
し
た
。

ベネッセコーポレー
ションGTECコンテ
ンツディレクター

森野　勉
もりの・つとむ

写真３　GTEC for STUDENTSで実際に行われてい
るスピーキングテストを教師が体験。
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生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
て
無
理
の
な
い
実
践
を

質
疑
応
答




